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メカニズム指向ABMとは

特定の社会経済現象の定性的な特徴を再現するために必要不可欠なモデル構造を，シミュレーション実験を通じて体系的
に探索・特定することに主眼を置くアプローチ

事例１：経済現象のメカニズム解明 ー 景気循環，現在効果

事例２：社会現象のメカニズム解明 ー いじめのシミュレーション

事例３：社会現象のメカニズム解明 ー 感染シミュレーション

【必要不可欠なモデル構造】
① 生産者の需要予測に基づく投資判断
② 投資のための銀行借入
③ 銀行借入の上限制限
④ 市場における設備投資の同期性

【定性的特徴】景気循環の発生

注：以上の研究ではベースとなるシミュレータは同一 ポスターIVへ 

【必要不可欠なモデル構造】
① 政府支出の非効率性
② 経営者報酬の存在
③ 投資資金の一部が内部留保によって賄われること
④ 銀行の貸出が厳しすぎないこと

【定性的特徴】減税によるGDPの増加

【必要不可欠なモデル構造】
① 人には固有の性質として「協調性」がある
② 人には固有の性質として「排除性」がある
③ 他者の排除は，相手が自分より力が弱い
（と認識される）時に限る

【定性的特徴】被害者・加害者・傍観者の発生

【必要不可欠なモデル構造】
① 感染者はウイルスを保有し，一部は体外へ放出，
一部は免疫により排出される
② 放出されたウイルスが近隣の他者に移転する
③ ウイルス排出・移転の割合は個人差がある
④ 体内ウイルスは一定割合で増殖する
⑤ 免疫によるウイルス排出率は，体内のウイルス量が
多いほど大きい（＝実システムにおける発熱の効果）

【定性的特徴】パンデミックカーブの再現

【基本原理】もしモデルにおいて着目する社会現象の特徴を創発するための必要不可欠な要因を明らかにすれば，得られ

た必要不可欠な要因は，現実システムの必要不可欠な要因と同じかそれを含む要因集合である  ポスターI, IIへ

【参考：必要不可欠ではないモデル構造】
①株式市場の存在
②資本の限界効用に基づく投資判断
③新技術革新による経済成長
④外部ショック
⑤労働コストと利子率の変化
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